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d(独協医大)
*共同実験者
化石人類を含む詔長類の音声 ･聴覚器官の進化
に関する系統的研究のひとつとしてサル類の青石･
聴覚器官の内祝鏡(ファイバースコープ)･EM
G･ソナグラフなどによる喉頭(音声器官)の機
能情報分析並びに声符筋及び耳管筋･耳小骨筋(聴
覚器官)の酵素組織化学的分析を行った｡
喉頭の機能情報はニホンザル･オトナオス,チ
ンパンジー･オトナオスを用いてケタラ-ル麻酔
下で採取した｡喉頭筋,舌骨上 ･下筋群並びに耳
管筋,耳小骨筋などの筋_ti位の酵素組紙化学的情
報充料はニホンザル･オトナオス6頭から採取し
た｡
喉頭内祝重削こよる呼気･吸気時の声音ifの動倍晩
熟 よこホンザル,チンパンジーともに内祝銃及び
収録ビデオで分析した｡ニホンザルの呼気時の声
村は,披裂軟骨の刑if突起の前方で声門IUJ､さな
変形の裂孔ができる｡チンパンジーではヒトの声
耶‡と同脚 こ両側の声～捌ま正中線上で完全に合わさ
り,声門は閉鎖され声175問裂孔はない｡従来ヒト
以外の詔長和では,両側の戸村は声門正中部で完
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